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　事業創造大学院大学は、起業意欲が極めて
旺盛で、魅力的かつ実現可能性の高いビジネス
モデルを検討している者を対象に、「アントレデザ
イン塾」を開講しました。

　本学では、「日本経済とグローバル経済の相
互発展に貢献する事業や企業を、独立あるいは
組織内で創造し、経営する人材の育成」という
基本理念の実現に向けて、「アントレデザイン」と
いう教育コンセプトを掲げています。この「アント
レデザイン」教育は、アントレプレナーシップの醸
成と具体的なイノベーション創出に向けたコンセ
プト創りを含めた戦略的なデザイン思考を併せ
持つ、実践的な訓練機能を提供することを目標
としています。

　「アントレデザイン」教育の一貫として、昨年度
より新潟地域活性化研究所内に「アントレデザイ
ン塾」を開設し、起業を真剣に考える院生及び
修了生に入塾してもらい、アントレデザイン塾担
当教員と外部の支援者が共同して、より実践的
で、かつ実効的な指導及び起業支援を行うこと
により、起業家の輩出の促進を図っています。

　起業意欲が極めて旺盛な院生、技術・ノウハウ

や経営センス等が常人より優れている院生、魅力
的なビジネスアイデアまたはビジネスモデルを検討
している院生、実現可能性のあるビジネスプラン
に基づき起業しようとしている院生及び修了生に
入塾してもらい、個別に指導及び支援を行いま
す。杉本教授と宇田が中心となって担当していま
すが、状況によっては、ゼミ担当教員やIOTはじ
め個別分野で造詣が深い教員にもテーマごとに
積極的に参加していただいています。また、外部
支援者として、経営者、ベンチャーキャピタリスト、
コンサルタント、公的機関の起業支援者、取引候
補先等 を々招いて、個々の塾生と課題や問題点
について情報交換をしていただき、現実的で具体
的な指導及び支援を行っていただいています。
　アントレデザイン塾の運営状況は概ね以下の
通りです。
①「アントレプレナーシップ（起業家精神）の醸成」
起業を実現するためには、起業意識を高揚させ
起業に向かって一途に邁進する強い意志及びリ
スクに対して積極的に挑戦していく意思が必要で
す。このアントレプレナーシップを醸成するには、起
業を真剣に考え、同じ悩みを持つ塾生との真剣な
議論の中で刺激を受け合うことが必要です。アン
トレデザイン塾は、このような場を提供しています。
②「実現可能性の高いビジネスアイデア、ビジネ
スモデル、ビジネスプランへ」　
魅力的なビジネスアイデアやビジネスモデル及び
理路整然としたビジネスプランでも、実現の可能
性がなければ起業化はできません。起業しようと

している業界の経験者(経営者やコンサル)から、
意見を聞き、インターンシップ先の紹介を受けて
業界の知識やノウハウを吸収し、人材の紹介を
受けてネットワークを構築し、より実践的で実効的
なプランにしていくことが必要です。アントレデザイ
ン塾では、外部支援者の協力を得てアイデア、モ
デル、プランを実現可能性の高いものに仕上げ
ていきます。
③「起業（会社設立）に向けて」　
ビジネスプランを作成するためにマーケット調査を
行いますが、マーケット調査の反応が良かったから
と言って、取引をしてくれるとは限りません。取引の
見込みが立っていない起業はリスクが高すぎま
す。起業のリスクを減らすには、外部支援者のネッ
トワークを利用して起業前に販促活動を通じて取
引の見込みを立てる必要があります。アントレデザ
イン塾では、起業までの間に外部支援者を最大限
活用して取引の見込みを立てることに注力します。
④以上のほか、起業化・事業化に向けて、パート
ナー（人材）探し・資金調達・会社設立等の具
体的な指導及び支援を行っています。
　今年3月修了の留学生が、外部支援者の支
援を得て取引の見込みが立ったため7月に新潟
で会社を設立します。アントレデザイン塾発起業
第1号です。起業意欲の旺盛な院生及び修了
生の皆さん、アントレデザイン塾でともに頑張り、
夢を実現しようではありませんか。

「アントレデザイン塾」

起業家第1号輩出に向けて

「アントレデザイン教育」

T O P I C S
起業家育成
「アントレデザイン塾」

発表の様子

アントレデザイン塾の様子　
担当教員  宇田教授（右端）、杉本教授（右から二番目）

新潟地域活性化研究所　教授 宇田 賢一

大阪市立大学法学部卒。
日本生命保険（相）入社。 株式投資部門中心に勤務後、日
本ベンチャーキャピタル㈱取締役投資部長、事業創造キャ
ピタル（株）代表取締役と、20年強に亘りベンチャービジネ
スへの投資・支援活動に携わる。 また非常勤取締役及び監
査役としても多数勤める等極めて実践的で実務的な知識･
経験を有する。

宇田 賢一

新潟地域活性化
研究所
教授



J Press Vol.56 2019.7❷

日本料理店「KOKORO」店内の様子 イオン（ハノイ）に出店する「Plan Do See」の化粧品 ベトナム政府表彰式受賞時の様子

　Nguyen Quoc Vietさんは2011年に本学を
修了後、ベトナムで「TVC人材開発貿易サービス
株式会社」を設立。
　現在、人材派遣、留学紹介、外国語教育を主
な目的とする「TVC人材開発貿易サービス株式
会社」を始め、貿易事業として展開する「TVC 
MART」や畜産用養殖用食品等を扱う「TVC 
FRESH」など、合計6つの会社を束ねる「TVCグ
ループ」の代表取締役会長として、ベトナムと日本
両国の人材交流促進や経済発展のため、多岐
にわたり活躍している。
　貿易事業を扱う「TVC MART」は、国家の文
化の本質を維持・発展させるという使命のもと設
立。ベトナムの洗練されたユニークでハイエンドな
手工芸品を日本市場へ普及させるため取り組ん
でいる。また、ペットグッズ販売や盆栽・庭販売事
業では、新潟県内外の企業と相互連携を図るべ
く、本学教員や修了生ネットワークを生かして普
及促進に取り組んでいる。
　その他、TVCグループが運営する日本料理店
「KOKORO」をオープンし、ベトナムに在住する日
系企業関係者、ビジネスのために訪越する日本
人、世界各国からのビジネスパーソンを対象に新
たな市場開拓・参入にも挑戦している。

修了生
紹介

ベトナムと日本を舞台に活躍する起業家たち
～事業創造による起業家６人の挑戦～

Nguyen Quoc Viet（グェン・コク・ベト）さん
2011年9月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

TVCグループ 代表取締役会長
（TVC人材開発貿易サービス株式会社 代表取締役社長）
事業内容：人材派遣、留学紹介、環境・産業廃棄物関連、外国語

教育、投資コンサルティング、貿易事業、畜産用養殖用
薬品、ペットグッズ販売、盆栽・庭販売、飲食業等

Le Nhu An（レ・ヌー・アン）さん
2011年3月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

TRAUM VIETNAM株式会社　取締役会長
事業内容：人材事業、貿易事業、コンサルティング、不動産事業等

　Than Thi Xuanさんは2012年に本学を修了
後、ベトナムで日本製の安全・安心な化粧品およ
びサプリメント販売の会社「Plan  Do  See  
Vietnam Co.,Ltd.」を設立。Xuanさんにとって最
初に設立した会社であり、現在、ハノイおよびホー
チミンのイオンで合計3店舗を運営。数年前には、
「Plan Do See Vietnam」が販売する商品の品
質や取組みがベトナム政府（保健省 ※日本でい
う厚生労働省）より評価され、優秀賞を受賞。2つ
目の会社として、投資及び小売株式会社・BTグ
ループの創業株主として取締役に参画。Letee 
Mart小売スーパーチェーン （日本製100％商品
販売店）を展開。
　そして、Xuanさんが本学在学中に「事業計画
書」として立案した教育事業を具現化するために
「Beni investment and education JSC」を3つ
目の会社として設立。
　社名である「Ben i  i n v e s tmen t  a n d  
education JSC」の「Beni」には、ローマ字で、
「Betonamu＝ベトナム」の頭文字「Be」と、
「Nihon＝日本」の頭文字「Ni」を掛け合わせた造
語によるもので、ベトナムと日本両国の架け橋とな
り得る人材を育成し、発展に貢献することを目的
に挑戦し続けている。

Than Thi Xuan（タン・ティ・スアン）さん
2012年3月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

Beni investment and education JSC　代表取締役社長
事業内容：教育事業、投資コンサルティング、
              エンジニア・技術者派遣事業等
Plan Do See Vietnam Co.,Ltd　代表取締役社長
事業内容：日本製化粧品販売、サプリメント販売等
投資及び小売株式会社・BTグループ　取締役
事業内容：投資コンサルティング、小売業等

　Le Nhu Anさんは入学前に富士通へ入社。
退職を経て2009年に本学へ入学。2011年本学
修了後にベトナムでグローバル人材サービスを提
供する会社のハノイオフィス設立に携わったの
ち、2013年、「TRAUM VIETNAM株式会社」
を設立。
　現在、「TRAUM VIETNAM株式会社」の取
締役会長として会社経営を行うほか、千葉県銚
子市にグループ企業として「株式会社an」を設立
し、南ベトナム産の渋皮付きカシューナッツを主力
商品とする国際貿易事業を展開。
　TRAUMの主な事業内容は、人材事業、貿易
事業、コンサルティング業、不動産事業であり、
2015年には新潟県上越市や新潟県三条商工会
議所にて「ベトナム人材」に関する講演会セミ
ナー講師を担当。また、同社で育成した高度人材
が岐阜県で採用されるなど、繋がりを深めるため
に岐阜県知事と面会を果たした。
　2016年には、35歳以下の活躍・貢献する若手
起業家を表彰する栄誉ある優秀賞をベトナム政
府より受賞。日本・ベトナム両国を舞台にグローバ
ルな事業展開を行っている。
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高度人材育成に向けた日本語教室の様子 起業準備のために利用可能なオープンスペース 「蔵前ベンチャー賞」の表彰楯

起業や経営のプロフェッショナルを志し、事業創造大学院大学へ入学・修了した
ベトナムの起業家６人のあくなき挑戦をご紹介します。

Pham Quang Hung（ファム・クアン・フン）さん
2010年9月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

日の出ネットワーク株式会社　代表取締役社長CEO
事業内容：日本語教育、高度人材派遣、投資＆貿易促進事業等

　Pham Quang Hungさんは日本での勤務経験
やベトナムのコンサルティング会社での勤務経験を
経て、2008年、ビジネスにおけるより一層の成長を
期するため本学へ入学。
　2010年本学修了後にベトナムで「日の出ネット
ワーク株式会社」を設立。
　社名である「日の出ネットワーク株式会社」の
「日の出」には、3つの意味が込められており、1
つには、日本の国旗にも記されている「日の出」
が日本を象徴するシンボルであること。2つに
は、Hungさんが日本在住当時に拠点にしてい
た最寄り駅が「日の出駅」であったこと。3つに
は、ベトナムの将来を担う高度人材が太陽の
「日の出」のように人々に影響力を与え、輝き続
ける人材になって欲しいという願いが込められ
ている。
　現在、「日の出ネットワーク株式会社」の代表
取締役社長CEOとして、実務で使える日本語教
育を提供し高度人材育成に取り組むほか、人材
派遣および投資開発に関する会社のハノイ支
社長、さらにIT関連会社の営業部長も兼任しな
がら、ベトナムの発展と日越友好促進に寄与す
るため、日本・ベトナム両国での事業展開を行っ
ている。

Nguyen Duy Tuan（グェン・ズイ・トゥアン）さん
2012年3月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

株式会社ACE　代表取締役社長
事業内容：法務コンサルティング、M&A、日本式幼稚園事業等

　株式会社ACEは、本学を修了した代表取締役
社長のNguyen Duy Tuan さん、代表取締役副
社長で貿易大学出身のNguyen Viet Dung さん
（2011年3月本学修了）、同じく代表取締役副社長
で貿易大学出身のDinh Thi Bao Dung さん
（2010年3月本学修了）の3人で、2012年7月に設立
した会社である。ACEという社名の由来は、Aが
「Anh」、Cが「Chi」、Eが「Em」の頭文字であり、ベ
トナム語で人称代名詞を表す「兄弟」を意味し、ま
た英語の「ACE」を意味する、第一人者、最高、最
上の存在でありたいという思いが込められている。
　主な事業内容は、法務コンサルティング、M&A
等を通じたベトナムに進出する日本企業に対する
トータル支援サービスであり、日本人税理士と連携
し、税務・会計サポートも提供している。その他、新
たな事業として、ベトナム・ハノイに在住する日本
人のための日本式幼稚園事業を展開。日本式幼
稚園は今後、2019年8月にハノイ2園目を、2020年4
月にはホーチミンに新しく幼稚園をオープン予定。
　また株式会社ACEのオフィス内には、本学で
学ぶ後輩たちが将来ベトナムで起業する際に、
いつでもスタートアップが図れるように、自由に利
用できるオープンスペースを用意。若手起業家の
育成にも力を注いでいる。

Vu Thi Bich Ngoc（ヴ・ティ・ビック・ゴック）さん
2012年3月本学修了／ベトナム・貿易大学出身

LUVINA SOFTWARE JOINT STOCK COMPANY
執行役員 兼 AMO部長
事業内容：ソフトウェア開発・保守・運用、オフショア開発等

　ソフトウェア開発のイノベータとして、革新をも
たらしている「LUVINA SOFTWARE JOINT 
STOCK COMPANY」。東京工業大学出身の
ベトナム人の方が代表を務め、Vu Thi Bich 
Ngocさんは代表とともに創成期から執行役員と
して会社経営に携わっている。
　LUVINAは、2014年、一般社団法人蔵前工
業会（東京工業大学同窓会）がベンチャー育成
を目的に創設した「蔵前ベンチャー賞」を受賞。
高い経営理念を持って、新しい技術、サービス、
製品、ビジネスモデル等を事業化することにより、
新しい市場や雇用を創造したベンチャー企業と
して、栄誉ある表彰を受けた。
　ベトナム・ハノイに本社を置き、ベトナム・ダナン
事務所、さらに神奈川県川崎市のかながわサイ
エンスパークに日本法人事務所を併設。
　クライアントは、株式会社野村総合研究所、岡
三情報システム株式会社、双日システムズ株式
会社、東芝システムテクノロジー株式会社等、日
本企業を100％顧客とし、Ngocさんはベトナムの
ソフトウェア開発業界をリードするフラッグシップ
企業の中核を担う執行役員として会社経営に
携っている。
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※お申込み、お問合わせ、詳しい大学院情報をご希望の方は、下記までご連絡ください。大学院のパンフレット及び募集要項等をご希望の方へ無料でご送付致します。

JPress 編集・発行／事業創造大学院大学  広報委員会

〒950-0916　新潟市中央区米山3-1-46
TEL 025-255-1250  FAX 025-255-1251
URL  http://www.jigyo.ac.jp/
e-mail info@jigyo.ac.jp

税理士試験の会計科目の取得！

経理担当者のスキルアップによるメリット

★「会計演習」を希望の方は、10月入学、4月入学と入学時期
　が選択できます。

企業側：経理を経営戦略に絡む役割へ 経理担当者：求められる人材へ

経理担当のスキルアップに最適

税理士試験の会計学に属する科目（簿記論・財務諸表論） × MBA（経営マネジメント）＝企業がこれからの時代を生き抜くために！

　本学では、入学を希望・検討されている方を対象に、オープンキャンパスを開
催いたします。ぜひこの機会にお気軽にご参加ください。（参加無料・要予約）

　企業活動に欠かせない経理担当の実践的な知識・スキル習得により、
経営の効率化が図れ、会社を繁栄させるための今後の見通しを立てる
ことが可能となります。

　本学では、「会計演習」を開設しています。会計演習を履修し修士論
文を作成、本学を修了しますと税理士試験の「会計科目1科目」の免除
申請が可能です。
 税理士試験の科目免除申請や会計演習の詳細は、説明会にてお話い
たします。

　これからの時代に企業から求められる人材になり、活躍の場が広がり
ます。また多様な人材との異業種交流・人的ネットワークの構築が可能
です。

税理士試験「会計科目1科目免除・個別相談会」
あなたのご都合に合わせて開催

■場所：事業創造大学院大学 （新潟市中央区米山3-1-46）
■申込みについて：お名前、連絡先、希望日（第3候補まで）を
　お電話、メールにてお知らせください。

　本学の教育理念に賛同する著名な学識者、起業家、経営者の方々から
客員教授に就任いただき、年間を通じて特別講義を行っております。一般
の方々にも受講いただけるよう広く公開しておりますので、皆様のご参加を
お待ちしております。（参加無料・要予約）

2019年 7月20日㊏

特別講義

I N F O R M A T I O N

開 催 日

吉井 信隆 客員教授

インターウォーズ株式会社
代表取締役社長

参加対象：在学生、修了生、一般の方 参加対象：入学を検討されている方、MBA特別授業に興味がある方

●午前の部  10：30～12：30

●午後の部  13：30～15：40

ＭＢＡ特別授業

「働き方改革」その前に…。
社員のメンタルケア対策は大丈夫？
担当教員  高中 公男 教授

13：30～15：40

本郷 孔洋 客員教授

辻・本郷グループ 会長
公認会計士 税理士

いいね！ ワールドと個店経営の
時代（経営ノート2019）

ＭＢＡ特別授業

税理士試験科目免除申請説明会

「中小企業の事業継続の原動力」
～オーナー達の経営者魂～
担当教員  里見 泰啓 教授

2019年 8月24日㊏開 催 日

2019年8月31日㊏
13：30～15：00 

2019年 9月14日㊏
10：30～12：00 

オープンキャンパス

※テーマは決まり次第、本学ホームページにて
　お知らせいたします。

2019年 2020年




